
主人公の自慢の父親は生物学者。３０年前のある日、主人公と父親
は、当時話題だった“ガリレオ衛星ツアー”に出かけます。これをきっ
かけに、主人公は「エウロパに生き物は絶対いる！」「確かめたい！」
と強く思うのです。やがてその一心で宇宙飛行士になり、エウロパの
生命探査へ向かう主人公。エウロパ表面の氷を砕き、いよいよ海へ
と潜っていきます。果たして、エウロパに生命は存在するのでしょうか
…？暗い海の先に、いったい何が見えるのか…目が離せません！

主人公の父親は生物学者。よく
深海へ、微生物を探しに行きま
す。“海底のインディージョーン
ズ”と呼ばれることも。彼の夢は
、地球外生命を見つけること。行
動力のある父親は、主人公にと
って自慢の父親なのです。

主人公が父親の研究に興味を
持ったきっかけは、３０年前。一
緒に木星の観測をしていた時で
した。「近くに星が３つあるよ。あ
っ、もう１つあった！」「それは木
星の周りを回る衛星なんだ」「も
しかして、ガリレオ衛星？」

当時、将来のエウロパ有人探査
計画にちなんだ、“ガリレオ衛星
ツアー”というアトラクションが話
題となっていました。「エウロパっ
て、どんな星なんだろう？」２人
はツアーへ出かけることに。「楽
しみだね。お父さん！」

出発のベルが鳴り、いよいよツ
アーが始まります。まずは、木星
を横切り、第一衛星イオの上空
を飛行。太陽系で最も強力な活
火山ロキやペレの姿に迫ります
。「すご～い！イオの火山って、
ホントに噴火しているんだね」

次は、第二衛星エウロパ。氷に
覆われた表面に迫ります。「こう
して見えるのは、氷ばっかりなの
にね。この下にホントにあるのか
な？海や火山が」「そう思うだろ
？だから将来、探査に行こうとし
ているんだよ」

ガリレオ衛星ツアーから帰ってき
た２人は、エウロパについて話し
ます。「エウロパには、海と火山
の両方があるかもしれないだろ
？ということは、生き物がいるか
もしれないんだよ」「えっ？どうい
うこと？」

「地球に最初の生命が誕生した
のはね。深い海の底、太陽の光
も届かない、酸素もない、海底
火山の近くだったと言われてい
るんだ」今の地球の海には、進
化した生き物がたくさんいますが
、原始的な生き物もいるのです。

想像を超えた、不思議な生き物
もたくさんいます。海底火山の近
くに棲む“チューブワーム”。もし
も、エウロパに海底火山があっ
たら…「そうだとしたら、同じよう
な生き物がいる？…かもしれな
いよね！」

２０５０年、主人公は「エウロパに
生き物がいることを確かめたい
！」という一心で宇宙飛行士に
なり、エウロパの生命探査に出
発します。「任せといて！なんた
って、“海底のインディ・ジョーン
ズ”の娘なんだから」

エウロパ表面の氷を砕き、いよ
いよ海へと潜ります。「地球の海
の底に初めてもぐった時、お父さ
んもこんな感じだったのかしら…
」暗い海を進むと…「あっ！あれ
は！」その先には、いったい何
が見えるのでしょうか？
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